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第２０３回：ゴメンで済めば 

 

１９６６年５月１６日、毛沢東は大憤慨を発し、文化大革命を発動した。そのとき毛沢東の忠実な兵隊とし

て全国で暴れ回り、全国を混乱に陥れたのが紅衛兵と呼ばれる中高校生を主体とする悪ガキ集団であった。

文革の目的は毛沢東による劉少奇・鄧小平を頂点とする主流派の排除にあったのだが、子供たちにそんな

難しいことが理解できる筈もなく、初期の紅衛兵運動の指導者の多くは、皮肉なことに後に打倒されてしまう

高官の子弟たちだった。紅衛兵の絶頂期は同年８月１８日、天安門広場で挙行された毛主席による紅衛兵

の接見であった。このとき宋彬彬と云うメガネを掛け、野暮ったい印象の北京師範大付属高校の女学生が

主席に「紅衛兵」の腕章を着けている写真が全世界に配信された。そのときの二人の会話。 

毛： 【キミの名前は？】 

宋： 【宋彬彬（ソン・ビンビン）です】 

毛： 【ビンって「文質彬彬」の「彬」？】 

宋： 【はいそうです】 

毛： 【名前を「彬彬」から「要武」に変えたらどうかね】 

同校紅衛兵組織の指導者であった彼女は、毛沢東からこんな言葉を戴いて感激し、「彬」と云う優雅だが、

ひ弱でインテリ臭のする名前を、武力革命に相応しい「宋要武」に変えたと云う。彼女の父親は文化大革命

で一旦失脚するが、後に党中央政治局委員として復活し、天安門事件の頃「八老（八人の元老）」と呼ばれ、

鄧小平、薄一波（薄熙来の父）、習仲勲（習近平の父）たちと並んで権力を振るった実力者の宋任窮上将

（1909-2005）であった。 

テレビ番組「あの人は今」ではないが、最近宋彬彬と云う懐かしい名前を二度も目にする機会があった。

ゴメン(≧≦)で済めば 警察は要らないと云われるが、報道によると文革期に教師や知識人らを吊し上げ、

暴行を加えた紅衛兵による被害者への謝罪が、昨年から急増しているという。昨年１０月には、いまファンド

運用会社の役員を勤めている陳小魯（陳毅元帥の三男で粟裕大将の女婿）が母校の北京第八中学を訪れ、

かつての教師に謝罪した。そして本年の１月１２日、その後MITで化学博士号を取得し、アメリカ国籍の学者

となった宋彬彬が、北京で文革を反省する会合を開いて関係者に謝罪した。彼女が毛主席の接見を受ける

二週間ほど前、彼女をリーダーとする紅衛兵たちが北京師範大付属高校の卞仲耘副校長に暴行を加えて

撲殺すると云う痛ましい事件が起きている。宋彬彬は「いま謝罪しないと永遠に謝罪する機会がない」と考

え、この会合に参加するため帰国したというが、半世紀も経って「ゴメンなさい、許して」と云われてもねえ。

それはともかく日本やアメリカはいざ知らず、中国において有名人が集会を開き、政治絡みのデリケートな

発言をすることが伊達や酔狂でやれるわけがない。 

 これには何かわけがありそうだと考え、宋彬彬に関する情報をインターネットで検索すると、興味深いモノ

を発見した。ときは２００６年、当時浙江省で党書記を勤めていた習近平（現総書記）が北京に戻ったとき、

むかしの仲間が開いた太子党グループの懇親会の集合写真である。情報によると仲間の一人がこの写真

を公開したことに習近平は激怒したようだが、いまの時代に公開されてしまったネット情報を取り消すことは
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不可能だ。この写真をじっくり見ると、習近平だけがネクタイを着用しており、その他の参加者はカジュアル

なジャケットやブルゾン姿なので、彼の浙江省からの上京を祝う宴会だったのかもしれない。写真のバック

の絵画も｢・・・江南山水浙江｣とある。（以下に登場する人物の肩書の｢元｣、｢前｣、｢現｣は省略する）。参加の

２０名を見ると、現政権でチャイナ・セブンを構成する習近平と王岐山（紀検委主任）が夫婦同伴で参加して

いる。その他参加者を（本人名ではなく）父親名で紹介すると、劉少奇（国家主席）、陳雲（副主席）、胡喬木

（政治局委員）、楊尚昆（国家主席）、姚依林（副首相）、薄一波（副首相）等と錚々たる顔ぶれである。 

懇親会の参加メンバーのなかでは、鄧小平のライバルだった陳雲の長男・陳元（国家開発銀行総裁）が

最年長だったため、彼が主催者となったようで、陳元が前列のど真ん中で巨頭をテカらせている。最後列の

右端は習近平の親友の劉源（上将）、その隣は失脚した薄熙来の実弟の薄熙成だ。左端には中国を代表す

るコングロマリット中信集団の孔丹董事長と、同じく招商集団の秦暁董事長が並んでおり、北京第四中学で

紅衛兵の指導者を勤め、いまでも親しい間柄の孔・秦コンビが宴会幹事を勤めたのかも。さて最前列だが、

中央の陳元の側には姚明珊（王岐山夫人、姚依林の娘）、彭麗媛（習近平夫人）等女性陣が並んでいるが、

陳元の左隣が宋彬彬であるのには吃驚した。写真が証明するとおり、帰国して北京で謝罪した元紅衛兵の

宋彬彬は太子党グループとして、今をときめく習近平たちと５０年来の友人だったのである。だからこそ彼女

の謝罪発言はますます政治の匂いがする。記念撮影から８年後のいま、写真の習・王コンビが「虎も蠅も叩

き潰せ」と腐敗撲滅キャンペーンを展開しているが、その毛沢東を模倣した政治運動が暴走し文革の悪夢

の再来とならぬよう、当時の関係者を起用して注意を喚起したと読むのが素直な見方だろう。 

更に深読みすると別の解釈も成り立つ。５０年前の卞仲耘副校長殺害事件には宋彬彬だけでなく、複数

の高官の子女が関与しており、ここで実名を出すのは避けるが、そのなかには当時の｢最高指導層｣の子女

も加わっていたと故人の夫が外国メディアのインタビューで証言している。因みに疑惑の某氏も有名人だが、

その履歴書からはなぜか「北京師範大学付属高校」在籍が消えている。習・王コンビの「虎蠅キャンペーン」

は、その名のとおり「いかなる人物も手加減しない」と云うことになっているが、許認可に関する全ての権限

が共産党に一極集中している中国の政治体制下において、誰だって叩けばホコリは出るはずであり、汚職

追放キャンペーンから政治闘争の要素を完全に抜き去るのは不可能である。半世紀前の不幸な事件は、

当時多感な青少年たちに深刻な影響を与えたようで、その過去の亡霊を政治闘争に甦らそうと誰かが考え

ても不思議はないのである。（了） 

文中の見解は全て筆者の個人的意見である。   

                                   平成２６年１月１６日  

筆者プロフィール 

杉野光男 

東洋証券株式会社 主席エコノミスト 

一橋大学商学部卒、 三菱信託銀行（現三菱 UFJ 信託銀行）入社、上海華東師範大学へ留学 

同行北京駐在員、上海駐在員事務所長、理事中国担当部長を経て、２００７年より現職 

著書  日本の常識は中国の非常識（時事通信社）、中国ビジネス笑劇場（光文社）等 
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ご投資にあたっての注意事項 
手数料等およびリスクについて 
①株式の手数料等およびリスクについて 

・ 国内株式の売買取引には、約定代金に対して最大1.2075％（税込み）（約定代金が260,869円以下の場合は、

3,150 円（税込み））の手数料をいただきます。国内株式を募集、売出し等により取得いただく場合には、購入

対価のみをお支払いいただきます。 

 国内株式は、株価の変動により、元本の損失が生じるおそれがあります。 

・ 外国株式等の売買取引には、売買金額（現地における約定代金に現地委託手数料と税金等を買いの場合に

は加え、売りの場合には差し引いた額）に対して最大 0.8400％（税込み）の国内取次ぎ手数料をいただきます。

外国の金融商品市場等における現地手数料や税金等は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定さ

れますので、本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 

 外国株式は、株価の変動および為替相場の変動等により、元本の損失が生じるおそれがあります。 

②債券の手数料等およびリスクについて 

・ 非上場債券を募集・売出し等により取得いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。 

 債券は、金利水準の変動等により価格が上下し、元本の損失を生じるおそれがあります。外国債券は、金

利水準の変動等により価格が上下するほか、カントリーリスク及び為替相場の変動等により元本の損失が生

じるおそれがあります。また、倒産等、発行会社の財務状態の悪化により元本の損失を生じるおそれがありま

す。 

③投資信託の手数料等およびリスクについて 

・ 投資信託のお取引にあたっては、申込（一部の投資信託は換金）手数料をいただきます。投資信託の保有期

間中に間接的に信託報酬をご負担いただきます。また、換金時に信託財産留保金を直接ご負担いただく場合

があります。 

投資信託は、個別の投資信託ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なるため、

本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 

 投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とするため、当該金融商品市

場における取引価格の変動や為替の変動等により基準価格が変動し、元本の損失が生じるおそれがありま

す。 

④株価指数先物・株価指数オプション取引の手数料等およびリスクについて 

・ 株価指数先物取引には、約定代金に対し最大 0.0840％（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委

託証拠金が必要となります。 

・ 株価指数オプション取引には、約定代金、または権利行使で発生する金額に対し最大 4.20％（税込み）（約定

代金が2,625 円に満たない場合は、2,625円（税込み））の手数料をいただきます。また、所定の委託証拠金が

必要となります。 

 株価指数先物・株価指数オプション取引は、対象とする株価指数の変動により、委託証拠金の額を上回る損

失が生じるおそれがあります。 

ご投資にあたっての留意点 

 取引や商品ごとに手数料等およびリスクが異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面、上場有価証券

等書面、目論見書、等をよくお読みください。 


